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日本における電力自由化

2000: 大口自由化、2,000kW, 20k
2004: 高圧への拡大、500kW, 6kV
2005: 高圧すべてへの拡大、50kW, 6kV
2007: 家庭部門への拡大を見送り2007: 家庭部門への拡大を見送り
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日本の自由化の特徴

第三者アクセス（託送）方式：垂直統合電力事業者
が送配電サービスを新規事業者に提供

30 分 3% 同時同量
競争性

新規事業者のシェアはきわめて低い：3％以下新規事業者のシェアはきわめて低い：3％以下
電力事業者間の競争は実質的にない

卸電力取引市場：依然としてシェアは小さい

電気料金は低下傾向
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電気事業の自由化モデル
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・北欧（Nord Pool)
・ニュージーランド
･英国（NETA）　　　　
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・米国／加州(大手3社）
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・ドイツ
・フランス

需要家

送電

配電

小売 小売

需要家 需要家

配電

小売

配電

小売 小売

相
対

相
対

送電

配電

小売 小売

任意プールに
移行



卸市場全体の構造把握 平成18年度

5電気事業分科会資料



新規事業者のシェア

総合資源エネルギー調査会電気事業分科会制度改革ワーキンググループ（第１回） 配付資料
http://www.meti.go.jp/committee/materials/downloadfiles/g70703e05j.pdf
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新規事業者の供給力
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電力価格の低下
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電力制度改革小委員会報告書参考資料20060602


